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八王子市社会福祉審議会における審議結果について（答申） 

 

平成３０年４月２３日付３０八福福発第４２号八王子市社会福祉審議会あて諮問書にお

ける児童福祉に関することに関し、提議を受けた下記議題について、下記のとおり答申し

ます。 

 

記 

 

１ 提議を受けた会議の名称 

平成３０年度第５回八王子市社会福祉審議会児童福祉専門分科会 

２ 審議日 

平成３１年２月４日（月） 

３ 議題 

第４次子ども育成計画（仮称）策定に関する基本的な考え方について 

４ 審議内容 

別紙１のとおり 

５ 審議結果 

適当と考える。ただし、以下の意見を付す。 

６ 付帯意見 

計画の基本理念及び計画策定の視点は、別紙２のとおり当審議会の考えを尊重されたい。 

 



別紙１ 

 

 



別紙２ 

 

１ 基本理念 

第４次子ども育成計画（仮称）にあっては、現在の計画である第３次子ども育成計画「ビ

ジョンすくすく☆はちおうじ」の基本理念「みんなで育てる みんなが育つ はちおうじ」

を引き継ぐとともに、平成２９年度開催の子どもミライフォーラムでの子どもたちの提言

「八王子はわたしたちがつくるまち」を受け止め、反映させることを考慮するべきである。 

そして、子どもから大人まで市民全員が主体となって未来を考え、共に目指す必要があ

ることから、当審議会は、次の基本理念を提言する。 

「みんなで育てる みんなが育つ わたしたちがミライにつなぐ はちおうじ」 

 

２ 視点 

策定にあたっては、次に挙げる４つの視点を踏まえて作業を進められたい。 

 

（１）国連で採択された持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ） 

児童福祉法第二条では、子どもの権利条約をふまえ、「全て国民は、児童が良好な環境に

おいて生まれ、かつ、社会のあらゆる分野において、児童の年齢及び発達の程度に応じて、

その意見が尊重され、その最善の利益が優先して考慮され、心身ともに健やかに育成され

るよう努めなければならない。」と定めており、子どもの権利を尊重し、子ども・若者が参

画する社会の実現を求めている。 

また、「国連で採択された持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」では、持続可能な社会をつ

くるため、すべての人間の貧困からの脱却、公正で包括的な社会、人権の保護を目標に含

めており、子ども・若者にとっての課題や権利の尊重と密接な関係にある。 

これらのことから、次期子ども育成計画は、子ども、若者及び八王子市の未来を見据え、

子ども・若者に関わる持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の視点を取り入れて策定するよう

求める。 

  



（２）子ども・若者の安心と安全の可視化 

子ども・若者を取り巻く社会環境は、虐待、いじめ、搾取、犯罪の巧妙化など、悪化の

要因が多様化するとともに、対策も後手に回り、彼らに安心を保障するには至っていない。 

未来の社会を築く子ども・若者をこうした環境から守るには、その第一歩として、子ど

もを第一に考えるチャイルド・ファーストの方針を柱に据え、子ども・若者にとってわか

りやすく、困難に直面した彼らがハードルを感じない、利用しやすい救済の仕組みを築い

てほしい。 

以上、子ども・若者自身が「社会によって守られる仕組み」を認知し、「安心」を実感で

きる「安心と安全の可視化」の視点を持って策定するよう求める。 

 

（３）誰もが未来に挑戦できる「フェアスタート」 

子ども・若者は、社会を構成する当事者であり、大人と共に、未来を考える社会の一員

である。ところが、格差社会と言われている中で、子ども・若者自身に起因しない部分が

原因で、未来への選択肢が限られてしまう、夢を放棄せざるを得ない子ども・若者が現実

には存在する。このことは、子ども・若者の生きる意欲の阻害要因であると同時に、未来

の社会にとっての損失でもある。共に未来を考える子ども・若者の誰もが未来へ挑戦でき

る環境が求められる。 

以上のことから、家庭の経済環境、養育環境、性別などで夢と希望が絶たれてしまうこ

とが無い、だれもが等しく未来に挑戦できる「フェアスタート」の視点を持って策定する

よう願う。 

 

（４）サポートがつながる妊娠期・子ども期・若者期 

持続可能な社会であるために、妊娠期、子育て期、若者の自立、出会いと、若者期まで

総合的なサポートが求められる時代となってきた。このような中、八王子市が少子化へ対

抗するには、子育て環境を魅力あるものとし、安心して子育てができる都市として、子育

て期の若者に選択されることが必要となってくる。 

特に、子育て期へのサポートの中で中心となる保育の質を確保し、八王子市の保育の姿

を明確に示してほしい。そして、保育を中心とした子育て環境の可視化と人材の育成との

両輪で、妊娠期・子ども期・若者期の総合的サポートを構築し、魅力ある八王子の子育て

環境を実現してほしい。 

以上、保育の質の確保を中心に、妊娠期から若者期まで、サポートのつながりという視

点を持って策定するよう求める。 


